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平和な世界を築いていくには、もっと多くの平和
構築者が必要です。

ロータリーの平和プログラム、「ロータリー平和セ
ンター」では、選り抜かれた関連分野の専門家た
ちが、平和構築の知識とスキルを磨くために、熱
心に研究に励んでいます。これらの優秀な平和フ
ェローの候補者を探す上で重要な役割を担うの
がロータリアンです。明日の平和構築者を育てる
ために、平和フェローの推薦にどうかご協力くだ
さい。

本資料は、「ロータリー平和センタープログラム：ロータリアンのための手引き」の2018年版です。発行時において最新の情報を掲
載していますが、ロータリー財団管理委員会の決定によって内容が変更される場合があります。最新情報は、My ROTARYをご覧
ください。
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はじめに
ロータリー平和センターは、平和構築に力を入れるロータリアンの支援を受けて、大きな成果を挙げてきま
した。2002年以来、1,100名以上のフェローが平和センターで学び、現在、政府、非政府組織、軍、警察、教
育、人道的支援、修復的司法、国際機関など、さまざまな機関・団体の要職に就いています。また、平和フ
ェローとして平和構築に貢献すると同時に、年々発展しているロータリー学友ネットワークの一員として、世
界各地で好ましい影響を生んでいます。

本手引きは、ロータリー平和フェローシップ（平和センターで学ぶための奨学金）の申請資格、申請方法、
平和センターの運営資金について、ロータリアンが知っておくべき情報を包括的に説明しています。また、
平和センターの末永い活動を支えるために、ロータリークラブや地区にできる支援方法も紹介しています。

平和センターの目的
ロータリー平和センターの使命は、理論と実地研修を合わせた教育と、世界的ネットワークの活用を通じ
て、平和構築に必要とされる専門知識とスキルを養う機会を提供し、平和の担い手となる人材を育てるこ
とです。毎年、最高100名のロータリー平和フェローが選ばれ、平和と紛争解決分野の専門能力開発修了
証プログラム、または平和と安全保障分野の修士号プログラムで学ぶためのフェローシップ（費用全額を
賄う奨学金）が提供されます。平和センターで養った知識とスキルは、世界各地の地域社会で平和と紛争
解決に向けた活動を実施するための力となります。

平和フェローシップの対象となるのは、国際関係、平和、紛争解決の分野の職歴を有し、国際的または地
域社会での人道的活動や平和活動に取り組む熱意がある人です。そのため、関連分野での職歴や経験が
ほとんどない大学新卒者を対象とするものではありません。

提携大学とプログラム
6つのロータリー平和センターは、世界6カ国、7つの有名大学に設置されています（米国の平和センター
は、デューク大学とノースカロライナ大学チャペルヒル校による共同運営）。各平和センターで独自のカリキ
ュラムと実地研修が適用され、さまざまな方法で平和と紛争解決の研究が行われています。5つの平和セ
ンターで修士号プログラム、また1つのセンターで専門能力開発修了証プログラムが実施されており、いず
れの大学でもコースは英語で提供されます。
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奨学金プログラム 修士号取得プログラム 専門修了証取得プログラム

目的 明日のリーダーを育成 今日のリーダーを強化

期間 15～22カ月（大学により異なる） 3カ月

ロータリー平和 
センターの数

5 1

提携大学 デューク大学／ノースカロライナ大学
国際基督教大学
ブラッドフォード大学
クイーンズランド大学
ウプサラ大学

チュラロンコーン大学

フェローシップ 
受領者数

最高50人（各平和センターに10人まで） 最高50人（1～4月コースと6～8月 
コース、各コース25人まで）

実地研修 夏季休暇中、2～3カ月の実践的な 
インターンシップ

カリキュラムの一環として2～3週間
の実習

学科は大学によって異なり、平和研究、紛争解決、国際関係、国際開発政策、ジャーナリズム、環境問題、
公共保健、教育、行政学、その他多くが含まれます。

入学要件やカリキュラムは大学ごとに異なるため、申請前に志望大学の情報を詳細に調べることが大切
です。各大学ウェブサイトへはリンクは、ロータリーウェブサイトの平和フェローシップのページをご覧くださ
い。

ロータリアンは、平和フェロー候補者にアドバイスを提供できるよう、各大学プログラムの特色を調べてお
くとよいでしょう。

チュラロンコーン大学 
タイ、バンコク
•	 平和と紛争研究の分野における専門能力開発修了証

•	 紛争解決と平和構築の分野の専門家が指導する3カ月集中コースで、講師陣と参加者双方の多様な経
験が生かされる

•	 平和構築と紛争解決の理論に基づいた実践テクニックを重視

•	 大学から入学許可を取得する必要なし

•	 学士号は不要

•	 年に2回のコース：1～3月と6～8月

https://www.rotary.org/ja/our-programs/peace-fellowships
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デューク大学およびノースカロライナ大学チャペルヒル校 
米国、ノースカロライナ州
•	 デューク大学またはノースカロライナ大学チャペルヒル校の平和と紛争予防／紛争解決に関連する修

士課程カリキュラムを履修、ノースカロライナ大学からの国際開発の大学院修了証を取得

•	 デューク大学：国際開発政策プログラムを提供。貧困緩和、管理の改善、人権、環境マネージメント、協
調プロセスを通じての紛争予防を中心とする政策分析と維持可能な開発に関する学際的研究プログラ
ム

•	 ノースカロライナ大学：幅広いプログラムを提供。グローバル研究、都市および地方計画、教育、地理、
ジャーナリズム、政治学、公共保健、民俗学、社会福祉学など。フェローは、入学許可を得た学部の必
須コースを履修し、平和と紛争解決に関連した研究を専門分野とする。

•	 カロライナ学会誌（Carolina Papers Series）に修士論文を提出できる

•	 期間は、8月からの21カ月間

国際基督教大学 
日本、東京
•	 アーツ・サイエンス研究科（平和研究、行政学、国際関係、社会研究、比較文化、メディアと言語、公共

政策）における修士号

•	 安全保障、紛争解決、宗教、紛争とヒューマンセキュリティ、ジェンダーと平和、平和と紛争解決の心理
学、人権に関する特別コース

•	 国際法、環境学、教育、識字に関する選択コース

•	 国連大学のグローバルセミナーへの参加と選択コース交換互換制度

•	 日本語能力は必須ではないが、日本語能力があれば大学で提供されているさまざまな科目を受講可能

•	 期間は、9月からの22カ月間。7月から8月中旬までの日本語集中研修プログラム、または8月のサバイバ
ル特訓クラスに参加

ブラッドフォード大学 
英国、ウェストヨークシャー州
•	 平和研究・国際開発学部の平和構築と紛争解決、国際関係と安全保障、平和・回復・社会正義、平

和・紛争・開発研究または持続可能な開発の修士号

•	 分析、意思決定、問題解決における実践的なシナリオを基にした活動に参加する機会。これにより、情
報に基づいた判断、批判的思考、地元や海外の地域社会への効率的な関与といったスキルを身に着け
ることができる

•	 大学職員と研究生は、国際安全保障研究グループ、政治および社会変化研究グループ、紛争解決セン
ターの3つの主要分野で研究を実施

•	 期間は、9月からの15カ月間
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クイーンズランド大学 
オーストラリア、ブリズベーン
•	 政治学および国際問題研究科における平和と紛争解決学（MPaCS）の修士課程

•	 研究分野：紛争解決、平和構築、人権保護のいずれかの分野を選択、またはこれらの分野にまたがる
コースを選択

•	 倫理と人権、仲裁、軍縮、世界的な女性問題に関するコース

•	 期間は、2月からの18カ月間

ウプサラ大学 
スウェーデン、ウプサラ
•	 平和・紛争研究学部の平和・紛争研究修士課程

•	 武力紛争の根源、拡大、解決を、科学的方法で考査、調査、分析

•	 地域、国、世界レベルでの戦争、平和、紛争解決の調査・研究における、基本的課題（安全保障、民主
主義、経済開発、人権、ジェンダーなど）の系統的な理解

•	 期間は、9月からの22カ月間

申請資格と選考基準
候補者は、以下を備えていなければなりません。

•	 職業と学業を通じて平和構築への強い専心を示していること

•	 優れたリーダーシップスキル

•	 優れた英語力

•	（修士号取得プログラム）学士号またはそれに相当する学位、さらに関連分野における少なくとも 
3年間のフルタイムの職歴

•	（専門能力開発修了証プログラム）優れた学問上の実績と、関連分野における少なくとも5年間のフル
タイムの職歴
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資格に関する制約
•	 ロータリー平和センター提携大学で、フェローシップ期間中に博士号を取得することが可能な場合で

も、博士課程のためにロータリー平和フェローシップを使用することはできません。修士号プログラムを
修了し、博士号の取得を希望している申請者は、平和フェローシップの候補者としてふさわしくありませ
ん。

•	 グローバル補助金による元奨学生と、ロータリー平和センター専門能力開発修了証プログラム（チュラロ
ンコーン大学）の修了者は、プログラム終了後の3年間は、ロータリー平和センター修士号プログラムに
申請できません。

•	 ロータリー平和センター修士号プログラムの修了者は、プログラム終了後の5年間は、専門能力開発修
了証プログラム（チュラロンコーン大学）に申請できません。

•	 次に該当する人はロータリー平和フェローシップ（修士号取得プログラム）への申請資格がありません。
ただし、チュラロンコーン大学の専門能力開発修了証プログラムには申請でき、その場合、プログラムの
関連経費は全額自己負担となります。
–– 正会員のロータリアン
–– ロータリークラブ、ロータリー地区、国際ロータリー、ほかのロータリー関連組織の職員
–– 上記2点に該当する生存人物の配偶者、直系卑属（血縁による子または孫、入籍している養子）とそ

の配偶者、直系尊属（血縁による両親または祖父母）
–– クラブを退会してから36カ月未満の元ロータリアンおよびその親族

留意点：障害者も候補者となる資格を有しています。

留学国
フェローは、自国にあるロータリー平和センターで学ぶことはできません。ただし、タイ人の候補者は、チュ
ラロンコーン大学の平和センターで学ぶことができます。

大学からの入学許可
フェローは、指定されたロータリー平和センターがある提携大学への入学許可を得なければなりません。入
学許可の決定権は、大学側にあります。いかなる場合においても、選出された平和フェローのために、ロー
タリー財団が入学手続きに介入することはありません。ただし、チュラロンコーン大学のロータリー平和セン
ターに指定された平和フェローに限り、大学に入学許可を申請する必要はありません。

候補者は、ロータリー平和センタープログラムを修了し、フェローシップ期間の終了時に修士号あるいは修
了証が取得できるよう、学業に励まなければなりません。
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資金源
ロータリー平和センターは、世界各地のロータリアン、地区、その他の支援者からの寄付によって支えられ
ています。

地区は、候補者を推薦するために、平和センターに資金提供する義務はありません。ただし、DDFの一部
を平和フェローシップの支援に配分することが、すべての地区に奨励されています。DDFの寄贈は最低額
も最高額も定められておらず、金額は問われません。

毎年、少なくとも25,000ドルのDDFをロータリー平和センターの支援に配分する地区は、「平和推進地区」
として認証されます（地区が「平和推進地区」であり続けるには、毎年25,000ドルを寄贈し続ける必要が
あります）。平和推進地区に関する詳細は、rotary.org/ja/promote-peaceをご覧ください。

ロータリー平和センターの支援を目的として財団に寄せられる大口寄付に加え、ロータリアンやロータリー
支援者からの寄付によって、平和センターの長期にわたる成功が確かなものとなります。平和センターへの
支援に関する詳細は、上記サイトをご確認ください。

候補者の募集と選考
ロータリー平和フェローは、世界競争制の選考過程を経て選ばれます。クラブと地区は、ロータリー平和フ
ェローシップの資格を有すると思われる候補者を募集することが奨励されています。地区は、世界のどの
地域からでも、資格があると思われる候補者を何名でも推薦できます。

地区とクラブは、候補者の募集要項を定めることが奨励されています。ロータリー平和フェローシップに
関する詳しい情報と関連資料は、rotary.org.org/peace-fellowshipsで見ることができます。また、ロータ
リー平和フェローシップのパンフレットは、My ROTARYからPDF版をダウンロードできるほか、印刷版を 
shop.rotary.orgでご注文いただけます。

ロータリー平和フェローシップは、将来のキャリアを通じて、平和と紛争解決の分野で大きな貢献をする見
込みがある、さまざまな学問分野や職業出身の人に授与されます。そのため、申請者は、学問研究、ボラン
ティア、職業を通じて、平和と紛争予防／紛争解決に対する強い熱意とリーダーシップに加え、優れた学業
成績を証明する必要があります。例として、ロータリー平和フェローシップは、次のような分野出身の候補
者に授与されています。

•	 人権、災害救援、支援物資提供、環境保護、難民問題、その他の平和と国際協力に取り組む非営利組
織（NGO）

•	 国際組織、国際企業

•	 国務、外務、外交、その他の公務に関する政府機関

•	 青年海外協力隊のような国際ボランティア組織

•	 自衛隊、防衛機関、警察

•	 仲裁や争いの解決を専門とする団体

•	 大学の同窓会、キャリアセンター、留学支援の担当課

www.rotary.org/ja/promote-peace
https://www.rotary.org/ja/our-programs/peace-fellowships
http://shop.rotary.org/Rotary-Peace-Fellowships-Brochure/dp/B00OGNIVJO
http://shop.rotary.org/Rotary-Peace-Fellowships-Brochure/dp/B00OGNIVJO
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/rotary-peace-fellowships-brochure
https://shop.rotary.org/rotary-peace-fellowships-brochure
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•	 国際教育、国際関係、政治、平和研究、紛争解決に関する学部

•	 国際問題、開発、平和構築、紛争解決の分野で活動する元国際親善奨学生、GSE（研究グループ交
換）の元メンバー（ほかの地区から派遣された奨学生やGSEメンバーが地区内に居住している場合も
ある）、ローターアクター

•	 国内紛争や隣国との衝突が発生している地域のクラブや地区は、候補者の推薦が特に強く奨励され
ています。このような地域出身の候補者は、ロータリー平和センターでの研究と研修を通じて、紛争解
決の糸口となる大きな変化をもたらすことができるでしょう。

優れた候補者を募集するには、次のような推進方法があります。

•	 申請時期の早い段階で、知り合いや地元のネットワークを通じてフェロー募集のお知らせを出す（お知
らせの掲載内容は、ロータリーウェブサイトの平和フェローシップのページをご参照ください。

•	 ソーシャルメディア（フェイスブック、リンクトイン、ツイッターなど）を利用して平和フェローシップを推進す
る。また、ロータリー平和センターのフェイスブックページに「いいね！」をしたり、フェローシップに関する
お知らせ、画像、ストーリーをシェア（共有）する。

•	 ロータリアン内外の人を招いた情報説明会を開く。

•	 ゲストスピーカーとして現・元平和フェローを情報説明会に招待する。

•	 平和、または国際理解の関連トピックにスポットを当てた公開講義や討論会を主催する。 

•	 上記の平和フェロー出身分野の団体にロータリー平和フェローシップのパンフレット複数部を送り、内
部で配布してもらう。

•	 上記の団体に、平和センターへのリンクをウェブサイトで紹介してもらうようお願いする。

•	 平和フェローを輩出しているロータリー地区のリーダーから、候補者募集と推薦のヒントを聞く。

申請手続き
1.	候補者は、ウェブサイト（rotary.org/peace-fellowships）を確認して、資格や申請手順について正しく理

解する必要があります。留意点：申請書は2月から7月の間に入手可能となり、その後に手続き上の変更
が加えられる場合もあることにご留意ください。

2.	候補者は、各ロータリー平和センターのカリキュラムとプログラムをよく調べ、2つまで平和センターを志
望順に選びます。

3.	修士号プログラムへの候補者は、大学の成績証明書や試験結果のほか、申請書に記されている希望
大学の必要書類を、すべて提出する必要があります。また、各大学と連絡を取り、試験結果を含む必要
書類・情報を確認すべきです。専門能力開発修了証プログラムへの申請者は、成績証明書や試験結果
を提出する必要はありません。

4.	申請書と補足資料は、英語で記されたものでなければなりません。

5.	候補者は、地元のロータリークラブと連絡を取り、クラブによる推薦をお願いすることもできます。地元
クラブを探すには、クラブ検索（rotary.org/search/club-finder）を利用できます。クラブに推薦を依頼
する前に、必要とされる申請資料を揃えておきましょう。

http://my.rotary.org/ja/peace-fellowship-application
https://www.facebook.com/Rotarycenters
https://www.rotary.org/ja/our-programs/peace-fellowships
http://www.rotary.org/ja/search/club-finder
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6.	地区との面接は必須要件です。そのため候補者は、5月31日までに地区に申請を行う必要があります。

7.	 地区は面接を行った後、被推薦者に関する必要書類を、7月1日までにロータリー財団に提出します。

8.	その後、ロータリー財団による最終選考が行われ、11月にその結果が申請者に通知されます。

9.	最終的に財団によって選出された候補者は、各大学に入学申請を行う必要があります（チュラロンコー
ン大学を除く）。

申請前のチェックリスト
□ 履歴書
□ 小論文
□ 大学の成績証明書（修士号プログラムの申請者のみ）
□ GREの試験結果（デューク大学、ノースカロライナ大学を志望する場合）
□ （修士号プログラム申請者）推薦書（職業関係者と学術関係者から1通ずつ）
□ （専門能力開発修了証プログラム申請者）推薦書（職業関係者から2通、その内1通は現雇用者）
□ TOEFLまたはIELTSの試験結果（大学側が必要としている場合）
□ 候補者による誓約（署名と日付入り）
□ 地区による面接・推薦フォーム（必須）
□ クラブによる推薦フォーム（任意）

クラブと地区の役割
フェロー候補者の推薦を行うには、平和フェローとなることに関心のある人とロータリアンとのつながりを
築くことが大切です。クラブと地区は、資格ある候補者を導き、推薦する上で重要な役割を果たします。

クラブによる推薦（任意）
候補者は、地元のロータリークラブに連絡してクラブからの推薦を得ることが奨励されています。地元ロー
タリークラブは、地区から紹介してもらうか、rotary.org/search/club-finderのクラブ検索機能で検索でき
ます。

候補者がクラブに推薦をお願いした後（または、クラブが候補者を見つけた後）、クラブは候補者とともに、
フェローシップの目的を確認し、諸手続きについて候補者に説明し、候補者と面接を行います（電話やウェ
ブ会議での面接も可能）。クラブでこれらの手続きを踏むことが困難である場合は、クラブによる推薦なし
にこの候補者を地区から推薦するかどうかを検討してもらうために、地区の選考委員会に委ねます。

http://rotary.org/ja/search/club-finder
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クラブは、オンラインで推薦フォームを提出するために、候補者と協力すべきです。詳しくは、my.rotary.
org/ja/peace-fellowship-applicationに掲載された申請に関する説明をお読みください。

地区による面接と推薦（必須）
地区役員は、問い合わせてきた候補者に対し、地区への申請の締切日が5月31日であることを伝える必要
があります。7月1日までに、地区は面接を実施し、すべての申請書における推薦部分を完了しなければな
りません。地区による推薦フォームはオンラインで英語で提出しなければならないことにご留意ください。
申請書には、地区ガバナーまたは地区ロータリー財団委員長の署名および地区ロータリー平和フェローシ
ップ小委員長、地区ロータリー財団補助金小委員長、または地区ロータリー奨学金小委員長からの署名が
なければなりません。地区の推薦に関する詳しい情報は、下記リンクのページをご覧ください。
on.rotary.org/endorsepeacefellows

地区による推薦フォームの質問

1.	How does the candidate demonstrate leadership in, and a commitment to, peace and 
conflict prevention or resolution?（候補者は、平和と紛争予防・紛争解決におけるリーダーシ
ップと専心を、どのように実証していますか。）

2.	How much potential does the candidate have to further world understanding and peace 
through his or her chosen profession?（候補者は、将来のキャリアを通じて世界理解と平和
を推進していける可能性を、どのくらい秘めていますか。）

3.	How well would this candidate represent Rotary as an active participant in national and 
international events and academic conferences?（この候補者は、全国行事や国際的行事、
および学術会議への活発な参加を通じて、ロータリーをどのように効果的に代表できるでし
ょうか。）

4.	How well has the candidate researched the Rotary Peace Fellowship and justified his or 
her preference of peace center?（この候補者は、ロータリー平和フェローシッププログラム
について自分でどのくらい調査し、選んだ平和センターへの志望理由についてどのくらい十分
に説明しましたか。）

5.	Do you have any reservations about this candidate’s candidacy?（この候補者について何
か懸念がありますか。）

6.	Did you learn anything else about the candidate through the interview process that would 
be helpful to those who will make the final selection?（面接を通じてこの候補者についてそ
のほかに知ったことがありましたら、最終選考の参考としますので、ご記入ください。）

https://my.rotary.org/ja/peace-fellowship-application
https://my.rotary.org/ja/peace-fellowship-application
http://on.rotary.org/endorsepeacefellows
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地区は、資格を有するすべての候補者について推薦を検討すべきです。また、ロータリーのない地域に住
む候補者や、地元の地区を探せなかったり、地元の地区と連絡が取れない他地区の候補者を推薦するこ
ともできます。7月1日の締切日までに候補者の面接と推薦ができない地区は、その候補者の情報をロータ
リー財団のロータリー平和センター担当職員までお送りください。担当職員が、この候補者を推薦する意
思のある地区を見つけられる場合があります。このような候補者を推薦することに関心のある地区は、申
請周期の早い時期にロータリー平和センター職員にその旨伝えてください。

地区は、選考委員会を設けることで、面接や推薦を効果的に行うことができます。委員会には、少なくと
も、地区ガバナーともう1名の地区役員（ロータリー平和フェローシップ小委員長、地区ロータリー財団委員
長、補助金小委員長、奨学金小委員長のいずれか）が含まれている必要があります。財団管理委員会は、
候補書を審査する委員会メンバーとして、平和フェローシップ小委員長、現ガバナー、直前ガバナー、ガバ
ナーエレクト、地区ロータリー財団委員長、また平和と紛争解決、教育、市民活動や事業などの分野を専門
とするロータリアンあるいはロータリアン以外の3名を含めることを推奨しています。また、国際関係や紛
争解決の分野で職務経歴のある元平和フェローを委員会メンバーとして含めることも一案です。可能であ
れば、候補者の外国語能力を評価する言語力のあるメンバーも含めるとよいでしょう（平和センターのプロ
グラムは英語で行われることにご留意ください）。詳しくは、申請に関する説明（my.rotary.org/ja/peace-
fellowship-application）をご参照ください。

候補者が海外に在住しており、対面式の面接が不可能である場合は、電話やウェブ会議による面接も可
能です。

ご存知でしたか？

•	 候補者を推薦するにあたり、DDF（地区財団活動資金）を配分する必要はありません。

•	 地区が推薦する候補者数に限りはありません（複数の申請者を推薦できます）。

•	 ロータリーのない国に住む申請者、または地元地区との連絡が取れない申請者は、自分が居
住する地区以外の地区から推薦を受けることができます。

•	 候補者は、クラブからの推薦を受けずに地区に直接申請できます。

•	 候補者は、修士号プログラムか専門能力開発修了証プログラムのいずれかを申請できます
が、同時に両方、申請することはできません。

•	 申請できる年齢の上限はありません。これは、候補者が関連分野で十分な経験を積む時間が
もてるようにするためです。

mailto:rotarypeacecenters%40rotary.org?subject=
http://my.rotary.org/ja/peace-fellowship-application
http://my.rotary.org/ja/peace-fellowship-application
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候補者との面接：どこに注目するか
候補者を推薦する上で、クラブと地区は、その候補者がロータリー平和センタープログラムの目標にどれほ
ど貢献できるかについて検討すべきです。また、国際理解と平和に対する候補者の熱意を評価し、候補
者が将来、政府、企業、教育、報道関係、そのほかの分野でリーダーとなる、あるいはリーダーとしての役割
を担える資質があるかどうかを判断します。最終的には、職業や奉仕活動を通じて、国内外での協力、平
和活動、紛争解決を前進させるリーダーシップを備えた候補者を選出する必要があります。

面接の質問例

•	 ロータリー平和フェローシップに関心をもった理由を教えてください。

•	 平和の分野で、どのような経験をしてきましたか。それらの経験から何を学びましたか。

•	 あなたの外国語能力について教えてください。

•	 あなたの推薦者についてお聞きします。あなたの職業や人生において、これらの推薦者がなぜ
重要な存在なのですか。

•	 キャリアを築き、平和構築者として活動するために、フェローシップにはどのような重要な意
味があると思いますか。

•	 どの提携大学の平和センターに関心がありますか。カリキュラムのどのような点に関心があり
ますか。

•	 あなたは、ご自身を平和構築のリーダーとして認識していますか。それはなぜですか。

•	 平和を構築していくために、どのようなリーダーになりたいと思いますか。

•	 ロータリーについて、どのようなことをご存知ですか。自分はロータリーの代表としてふるまう
のにふさわしいと思いますか。

候補者の学業と職業上の業績を評価する際は、履歴書、小論文、推薦書、面接での回答を吟味し、候補
者の関心、職業上の経験、学業、ボランティア経験が平和センターのプログラムにどれほど関連しているか
を判断してください。
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優れた候補者の例

•	 政治や環境問題に関連する対立状況の緩和を担当した経験があり、より良い社会・環境づく
りに関する政策と研修の開発・実施を目標としている公務員

•	 戦争で荒廃した国の貧しい人びとに医療ケアと研修を提供した経験があり、国際公共保健分
野でキャリアを築く目標がある医療専門家

•	 サハラ以南のアフリカで、エイズによって配偶者を失い、経済的自立を必要とする人びとのた
めにマイクロクレジット（小口融資）プログラムを開始した経験があり、貧困緩和を通じた経
済発展を推進するキャリアに就くことをめざしているボランティア団体職員

•	 元少年兵のカウンセリングを行った経験があり、将来、和解と寛容のためのプログラムを地
域社会で開始することで紛争回避をめざすソーシャルワーカー

•	 紛争回避と紛争解決の方法を考える国防計画に携わった職業軍人

•	 異なる宗教・民族の若者たちの相互理解を深め、争いを防ぐためのプロジェクト推進に従事
している教育者

世界競争制に基づく選考
毎年7月～10月に、ロータリアンと各大学の代表者から成るロータリー平和センター委員会が、申請書の
審査と平和フェローの最終選考を行います。選考結果は、11月までに地区と候補者に通知されます。ただ
し、最終的な入学許可は各大学の判断に委ねられます。そのため、修士号プログラムの平和フェロー選出
が、提携大学への入学を保証するものではないことにご注意ください。平和フェローに選ばれたものの、大
学入学を許可されなかった場合、その人はフェローシップを辞退しなければなりません。そのため、フェロー
に選ばれた人は、提携大学への入学許可が下り、すべての計画が最終的に決定するまで、辞職したり、計
画を変更したりすべきではありません。

プログラムのスケジュールと 
締め切り
地区が推薦する申請書は、プログラム開始前年の7月1日までに、ロータリー財団に提出する必要がありま
す。候補者の募集と選出については、以下のスケジュールが推奨されています。また財団は、締め切り直前
にフェローシップについて知った人たちにも申請の機会を与えることができるよう、柔軟にスケジュールを
調整することを奨励しています。
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候補者推薦までの流れ：プログラム開始前年

2月～3月 地区とクラブは、優れた候補者を募集するために、プログラムの推進を開始します。推進用
パンフレットは、shop.rotary.orgから注文できます。

申請希望者がいる場合は実際に話して、その人の経歴や関心のあるプログラムに関する情
報を集め、希望者が申請手続きの詳細を理解できるよう、申請フォームへのリンクがあるウ
ェブサイト（rotary.org/ja/peace-fellowships）を伝えます。

3月～5月 クラブは、（1）候補者との面接を行い、5月31日までに地区への推薦を行うか、あるいは（2）
面接は行わず、5月31日までに申請書を地区に提出（転送）します。

地区は、候補者を募集し、申請書を受け付けます。

3月～7月 地区は、委員会を設置して面接と選考を行い、7月1日までに、各候補者について地区による
推薦フォームに入力します。候補者を地区が推薦するかどうかの決定は、7月1日までに候補
者に伝える必要があります。

7月～10月 ロータリアンと提携大学の代表者から成るロータリー平和センター委員会が申請書を審査
し、最終選考を行います。

11月 選考結果が地区と候補者に通知されます。その後、選ばれた候補者は提携大学への入学申
請を行います。

平和フェローの参加を促す
•	 元平和フェローは、ロータリーファミリーの大切な一員です。元フェローが長期的にロータリーとかかわり

続けられる方法を探してみましょう

•	 行事：ロータリー平和フェローは、行事や大会での講演者として最適な存在です。ロータリアンが「平和
と紛争予防／紛争解決」の重点分野についてより深く理解できるよう、次回のクラブ例会や地区会合
にフェローを招くとよいでしょう

•	 プロジェクト：平和とかかわるプロジェクトを計画中または実施中ですか？平和フェローは、自身の体験
や平和センターで学んだことを基に、アドバイスをしたり、プロジェクトに協力したりできるかもしれませ
ん。既にロータリーの補助金プロジェクトに関与した経験のあるフェローもいます。平和関係の活動に詳
しい人材をお探しの場合は、平和のためのロータリアン行動グループに連絡することもできます。

•	 地元のロータリー平和フェローをお探しの場合は、rotarypeacecenters@rotary.orgでEメールでご連絡
ください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/get-involved/exchange-ideas/peace-fellowships
https://www.rotarianactiongroupforpeace.org
mailto:rotarypeacecenters%40rotary.org?subject=
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リソース
•	 プログラムの情報と支援方法：ロータリーウェブサイトの平和フェローシップのページ

•	 パンフレットの注文：shop.rotary.org

•	 フェイスブックページ：facebook.com/Rotarycenters

•	 ニュースレターの定期受信申し込み

•	「平和のためのロータリアン行動グループ」のメンバーになる 

https://www.rotary.org/ja/get-involved/exchange-ideas/peace-fellowships
http://shop.rotary.org/
https://www.facebook.com/Rotarycenters
https://my.rotary.org/ja/news-features/newsletters
https://www.rotarianactiongroupforpeace.org/projects
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